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令和２年度 第 12 回 秋葉区自治協議会 会議概要（速報） 

 
 
日 時 令和３年３月 26日（金） 午後１時 30分から午後４時 45 分まで 
会 場 秋葉区役所 ６階 601・602 会議室 
出席者 【委員（名簿順）】 

小林委員、蓮沼委員、阿部副会長、田中委員、佐々木(富)委員、湯田委員、 

松田委員、青木委員、保科委員、佐藤委員、本多委員、前田委員、佐々木(美)委員、

伊藤(治)委員、荒井委員、長谷川委員、羽生委員、宮腰委員、金子会長、渡邉委員、

花水委員、伊藤(直)委員、島倉委員、須田委員、本田委員、大貫委員 

計 26 名（欠席 古田委員、原委員、伊藤(美)委員、川名委員） 

【新潟市】 

市長、保健所保健管理課長 

【秋葉区役所】 

区長、副区長（兼地域総務課長）、区民生活課長、健康福祉課長、産業振興課長、 

建設課長、秋葉下水道分室長、小須戸出張所長、秋葉消防署長、 

秋葉区教育支援センター所長、新津図書館長、秋葉区農業委員会事務局長 

事務局 地域総務課職員４名 

報 道 ２名 

 

 

内 容 

 

１ 開会 

会長あいさつ 

 

２ 議事 

（１）令和３年度新潟市の取り組みについて 

市長から、新型コロナウイルス感染症に負けることなく、市民の命と健康を守るこ

とを最優先としつつ、経済や社会活動も回復させることが喫緊の課題であり、感染防

止対策に加え、本市の明るい未来を切り拓くための予算にしたいと予算編成の考えを

述べられました。 

就任以後、各分野において事務事業の見直しや優先度の見極めを行う取り組みを進

め、その改革効果で生み出された 33 億 6千万を子育て世帯の負担軽減や企業支援など

に活用していくと令和３年度事業の骨格について説明がありました。 

引き続き、保健所保健管理課長から、65 歳以上の方を対象とした新型コロナウイル

ス感染症のワクチン接種券の発送をしたと報告がありました。ワクチン接種の有効性

や予約方法などは、３月 28 日号市報にいがたに掲載されます。 

その後の市長との意見交換では、就学支援や GIGA スクール構想など教育に関する意

見や新型コロナウイルス感染防止に関する意見などが挙げられました。 
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資料１    令和３年度新潟市の取り組み 

資料番号なし 新型コロナウイルス感染症ワクチン接種のお知らせ 

 

（２）きらめきサポートプロジェクト活動報告について 

 第１部会提案事業である「きらめきサポートプロジェクト」で採択された５事業に

ついて、各事業担当委員及び団体代表者から活動内容とその成果について報告があり

ました。 

資料２ きらめきサポートプロジェクト 令和２年度採択事業 

 

（３）区自治協議会提案事業事業評価について 

    提案事業は、委員が事業の企画・実施・評価の各過程において主体的に取り組むこ 

ととされており、特別部会である幸福度調査企画会議を含む各部会長から今年度の取 

り組みに対する評価について説明がありました。 

資料３ 区自治協議会提案事業 事業評価書 

 

（４）第８期秋葉区自治協議会委員の推薦について 

    小林座長から、２月本会議で未選出だった団体選出者２名及び団体選出者の変更１

名の推薦があり、案のとおり議決されました。 

資料４ 第８期秋葉区自治協議会委員推薦名簿 

 

（５）新型コロナウイルス感染症の影響に関するアンケートにかかる報告書の提出について 

    金子会長から、コミュニティセンターなどに設置していた新型コロナウイルス感染 

症の影響に関するアンケートの集計結果について、区政の参考にしてもらうべく、区 

長への報告書提出が提案され、承認されました。 

 また、区民の声をしっかりと受け止め、行政に届けることは区自治協議会の使命で

あると考えることから、次期委員にも区民の声を聴く仕組みを話し合ってほしいと述

べられました。 

資料５ 新型コロナウイルス感染症の影響に関するアンケート結果について 

 

（６）第３回区自治協議会会長会議の開催について 

    金子会長から、３月 12 日（金）に開催された区自治協議会会長会議で、各区の会長 

から第７期を振り返り、取り組みや課題について市長に説明が行われ、秋葉区自治協 

議会の取り組みとして、区民に対するアンケートの設置や幸福度調査の企画について 

説明を行ったと報告がありました。 

 市長からは、秋葉区自治協議会の活動が、どのように区民生活にフィードバックし 

ていけるのかが重要であり、市と連携をして考えていきたいとの話がありました。 

資料６ 令和２年度第３回 新潟市区自治協議会会長会議 次第 
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（７）その他 

   ア 山の手地区住民バス社会実験について 

      保科委員から、本格運行を目指して住民バスの社会実験を実施してきたが、目 

標収支率に至らず、３月末で終了することになったと報告がありました。 

 今後、運行委員会で振り返り等を行うので、生活交通に取り組んでいる第２部 

会の活動に生かせるのではないかと説明がありました。 

資料番号なし 山の手コミ通信 

 

   イ 秋葉区地域福祉計画・地域福祉活動計画について 

      健康福祉課長から、11 月本会議で説明を行った秋葉区地域福祉計画・地域福祉 

活動計画が出来上がり、後日、冊子を郵送すると説明がありました。 

 

 

３ 閉会 

  副会長あいさつ 

※詳細については、後日改めて掲載します。 


